
主題構成表

気持ちよいあいさつ（１年生） 「いつでも どこでも」主題名 資料名

■ ２－（１）内容項目

資料の分析 価値の分析■ ■

・６つの場面絵で構 気持ちのよいあいさつ 言葉遣い ・日常生活におけるあいさつ、 、

成されている。 動作などに心掛けて 明るく接する は、望ましい人間 関係を、 。

①登校した子どもと 築くために身につけておく

先生の場面 べき最も基本となるもので

②教室から飛び出し あり、人とのコミュニケー

た子が他の子とぶ ションのための第一歩であ

つかった場面 ■ る。児童の実態

③木にひっかかった ・家庭や保育園・幼稚園で基本的な ・気持ちのよいあいさつは自

飛行機をとっても あいさつを学んできてはいる。 分の心だけでなく相手の心

。らう場面 ・明るく元気なあいさつをすると気 まで和ませることができる

④出かける時 持ちがよいことはわかってはいる ・学校生活をスタートしたば

⑤友達と別れる時 が、担任や親しい友達にはあいさ かりの一年生に、場に応じ

⑥寝る時 つができても、その他の相手には たあいさつを身につけさせ

。・①～⑥のうち②③ 適切なあいさつができない場合も ることは大変重要と考える

についてはやや質 ある。 形式的ではなく心のこもっ

の高いあいさつで ■意識の要因 た気持ちのよいあいさつを

あると考えるので ・あいさつは自分も周りも気持ちよ 指導し、日常場面で生かさ

で、終末で他のあ くなるものだし、人間が生活して れ、気持ちのよい体験とな

いさつを考える時 いく上で基本的な行為だとはわか っていくよう本当の挨拶が

に使いたい。 っているが 「いつでも、どこで 身に付くためにあいさつを、

・ふきだしのことば も、だれにでも」という習慣がま しようと心がけられる気持

を考えさせたり、 だ育ちつつある段階である。 ちを育てていきたい。

にこやかな表情に ・あいさつを交わせば、気持ちのよ

。も注目させたりし い環境になるという体験が少ない

ていく。

■ねらい

日常生活ともっとも結びついたあらゆる場面でのあいさつの必要性を考えることによって、

あいさつは人の心をさわやかにする事に気づき、気持ちのよいあいさつに心がけようとする気

持ちを育てる。

■展開の構想 ■基本発問 （◎中心発問）

・日常生活を振り返り、どんな時にどん ○朝起きてから今までにどんなあいさつ

なあいさつをしているかを想起させ をしましたか。

る。 ◎あいさつをしている子はどんな気持ち

・場面ごとの絵を見ながら、動作化を交 でしょう。言われているこはどんな気

えて気持ちのよいあいさつについて考 持ちでしょう。

えさせる。 ○そのほかにどんなあいさつがあるでし

・時と場に応じたあいさつ、言った側言 ょう。

われた側の気持ちを考えていく。 ○気持ちのよいあいさつの事例。



公開授業 １年○組 授業者 荒城 道子

主題名 気持ちよいあいさつ ２－（１） 礼儀

資料名 いつでも どこでも 文渓堂

日常生活をもっとも結びついたあらゆる場面でのあいさつの必要性を考え

ることによって、あいさつは人の心をさわやかにすることに気づき、気持ち

のよいあいさつに心がけようとする気持ちを育てる。

基本発問と予想される児童の反応 指導・援助

導 ・今朝、起きてから今までにどんなあいさ ・朝起きてからの自分を振り返らせ、誰にど

入 つをしましたか。 んなあいさつをしたか自由に発表させる。

「おはよう 「いってきます」」

展 ・場面絵を見て話し合う。

○①の絵でみんなはなんと言っているでし ・男の子の吹き出しの中を考えさせる。

開 ょう。 ・先生にだけでなく友達同士でもあいさ

「先生、おはようございます 」 つをしていることに気づかせる。。

前 「○○さん、おはよう 」 ・先生にはていねいな言葉づかいをしている。

ことにも気づかせたい。

段

◎みんなはどんな気持ちであいさつをして ・朝のあいさつが気持ちよくされていること

いるのでしょう。また言われた方はどん を実感させるために、ペアやグループで演

な気持ちでしょう。 技する。

・今日もよろしくね。 ・態度や声の大きさ、視線などにも気持ちよ

・一日、がんばろうね。 さの要因があることに気づかせる。

・元気が出るなあ ・気持ちいいなあ ・あいさつをされた方の気持ちよさにもきづ。 。

○④～⑥の絵ではどんなあいさつをしてい かせたい。

るのでしょう。

「行ってきます 」 ・いろいろなあいさつの役割演技を通して、。

「さようなら 」 あいさつが自然に出てくるような習慣づけ。

「おやすみなさい 」 のきっかけとなるようにしたい。。

展 ○自分達の生活をふり返り、あいさつにつ 実際の生活の中から児童のあいさつの様子

開 いて考えてみましょう。 を録音したものを聞かせ、自分をふり返った

後 り、意欲をもつことにつなげていく。

段

終 教師の説話 『こころのノート』ｐ３０，ｐ３１の「あい

末 さつはこころのリボンの絵を見ていろいろな

あいさつがあることに気づかせ、進んであい

さつしようとする気持ちを持たせる。


